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経営体育成基盤整備事業 高田南部地区 柏崎市
14.7億円

（H28～R4）

　ほ場を1ha程度の大区画に整備するととも
に経営体への農地集積を図り、生産コスト
の低減や複合営農の展開により安定した農
業経営を確立し、地域農業を発展させるこ
とを目的とする。

□農地の利用集積
　整備前の集積率は46.4％、集約化率は
44.2%であったが、事業を契機に４法人、３
個別担い手に集積した結果、令和５年度末時
点で集積率は85.3％、集約化率は96.3%にま
で向上した。また、担い手１戸当たり（地区
外を含む）の平均経営面積は14.2haから
19.7haに拡大し、４農業法人の平均経営面積
は26.5haとなっている。

□営農の状況
　大区画化により大型機械の導入が可能とな
り労力が軽減されたことから、規模拡大や生
産コストの縮減が図られている。また、農業
法人の１つでは稲作の効率化により創出され
た労力を活かし、所得向上に向けた、えだま
めの作付けを拡大し、柏崎産えだまめのブラ
ンド化に寄与している。（R4 1.1ha → R5
1.2ha → R6 1.4ha）。

□受益者の満足度（アンケート調査結果）
　ほ場整備は農地の利用集積や農作業の効率
化、耕作放棄の防止に効果があり、話し合い
により地域がまとまったなどの回答をしてお
り、ほとんどの受益者が事業に満足してい
た。

　ほ場整備を契機に担い手法人が園芸作物の作付けを拡大する過程や、地域におけるブラ
ンド化の取組を分析した結果、得られた成功要因や課題は以下のとおりである。
　本地区の事例を県内ほ場整備地区で共有することにより、横展開を図っていく。

□水稲栽培の省力化（による労力確保）
　・水稲主体地域での園芸導入にあたっては、稲作労力の削減による労力の創出が前提で
あり、具体的には　園芸導入担い手への農地の集積・集約化、稲作における大型機械導入
や効率的水管理による労力削減が必要となる。
・当初計画にない新たな品目に取組む場合は、集出荷体制の状況を事前に精査するととも
に、関係者間における丁寧な合意形成を行う必要がある。

□水稲を基軸とした複合営農体制の確立
・水稲主体であることを踏まえ、作期分散が可能となる品目・品種の選定が、品質確保と
園芸作物の作付面積の拡大に寄与している。なお、水稲における作期分散も有効である。

□市場出荷に向けたロットの確保
・JA主導の集出荷施設の整備により、まとまった量の市場出荷が可能となり安定した販路
が確保されている。
・なお、今後更なる需要拡大に対応し、作付面積の拡大を図る場合は、集出荷体制の充実
が必要となっている。
・こうした状況を踏まえ、本地区を含む鵜川周辺地域では、園芸用機械の共同利用や労働
力調整等、地域の担い手間で連携して対応するとともに、補助事業を活用したえだまめ選
別機の導入など、独自の集出荷体制の構築を進めている。

□ブランド化
・JAがブランド化に取り組む品目の導入による安定した品質と農家収入の確保が、作付面
積の拡大につながっている
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